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会議顛末書 

 記 録 者 主査 小室 敦 

供 覧 

市 長 副 市 長 部 長 課 長 課長補佐 
主 査 

係 長 
グループ員 

       

件 名 行政経営推進本部 

年 月 日 令和２年７月２８日（火） 

時 間 午後３時～午後５時１５分 

場 所 ３階庁議室 

欠 席 者 松田産業経済部長 

内 容 

●令和元年度第２次ふるさと龍ケ崎戦略プラン施策評価シートに関する主な意見 

 

【１－１－①】 

・ １０月現在の待機児童数増加や民間保育施設の整備状況等から，「順調に進捗してい 

 る」とは言い難いのではないか。 

○ 進捗状況：「順調に進捗している」→「おおむね順調に進捗している」に変更 

 

【１－２－①】 

・ 今後，空家バンクの活用を促進するための支援制度の構築を進めていかなくてはなら 

 ない。 

 

【１－２－④】 

・ ごみの総資源化率とベンチマークのごみのリサイクル率の整合が図れていないので 

 はないか。 

 ⇒ それぞれの指標の対象となるごみの種類が異なることから，数値の差が出ている 

  ものと考えられる。 

 

【１－３－①】 

・ 新型コロナウイルス感染症により，地方に注目が集まっている。全体として，市とし 

 てのそのような状況をどう活かすか，戦略の見直しが必要だ。 

・ 「にぎわいの創出」という状況までには，まだまだ至っていないことから，「おおむ 

 ね順調に進捗している」とは言い難いのではないか。 

○ 進捗状況：「おおむね順調に進捗している」→「やや進捗に遅れがある」に変更 

 

【１－３－②】 

・ 公共施設再編成についても，総量減には至っていないことから，「おおむね順調に進 

 捗している」とは言い難いのではないか。 

○ 進捗状況：「おおむね順調に進捗している」→「やや進捗に遅れがある」に変更 

 

【２－４－⑤】 

・ 学校施設の長寿命化計画は，結果として策定が１年延びてしまっていることから，進 

 捗状況を厳しく評価してもよいのではないか。 

 

【２－５－④】 

・ 子ども会活動については，社会的状況等を考慮しても，支援のあり方や市としての関 

 与の方法等，見直すべき内容が多くある。 
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【３－７－①】 

・ 協働事業提案制度については，行政提案の種類をより増やして，市民との協働をさら 

 に図っていけるようにしていかなくてはならない。 

 

【３－８－①】 

・ 企業立地奨励金について，物流業界への支援等，既存の枠組みで支援が届かない業態 

 にも拡大していく必要があるのではないか。 

 

【３－８－④】 

・ 農業者の後継者問題は，非常に厳しい状況にある。地域おこし協力隊等の人材を活用 

 して，農業が持続可能な状況を作り上げていくような取組が必要だ。 

 

【４－１０－②】 

・ 地区防災計画の策定は，地域や住民に対する防災意識の定着のためにも非常に大切な 

 計画である。市内全地区での策定に向けての取組を加速していかなくてはならない。 

 ⇒ 一方で，ボトムアップの計画策定を行っていることから，時間がかかる状況も発生 

  している。 

・ 地区防災計画を含め，防災に関する計画に新型コロナウイルス感染症に対する対処等 

 についても入れ込んでいくように対応をしていかなくてはならない。 

 

【５－１３－①】 

・ 人材育成については，人材育成のキーになる管理職の育成が急務である。 

 

【５－１３－②】 

・ 社会資本形成の将来世代負担比率の数値が大幅に下がっている。何が原因か。 

 ⇒ 総務省における算定方式が変わったことによる変化だと思われる。 

 

【全体を通じて】 

・ 新型コロナウイルス感染症が広がっている状況下においての施策の展開・方向性の視 

 点を盛り込んでいかなくてはならないのではないか。 

 ⇒ 検討する。 

 

要措置事項  

情 報 公 開  公  開  

非公開（一部非公開

を含む）とする理由 

（龍ケ崎市情報公開条例第９条 号該当） 

公開が可能となる時

期（可能な範囲で記

入） 

年  月  日 


